
平成２５年度事業報告 
                 
 平成２５年度は、第７次５か年計画の中間年として、その基本理念である「未

来をひらく元気な測量設計業を目指して」の実現に努めるとともに、４月１日に

公益社団法人に移行した初年度として、会員並びに関係者ご協力のもと公益事業

を中心とした事業実施に全力で取り組み、効果的かつ着実に実施することができ

ました。 

特に、県民の測量に対する関心と業界への理解を深めるため、昨年度に引き続

き「第２回ちば測協県民講座」として、「県土の強靭化」をテーマに講演会を開催

したところ、約３００名の参加者を得て成功裏に行うことができました。 

また、当年度から新たな試みとして、小学生を対象にした測量学習会を実施し

たところ、教育関係者や生徒から新鮮な授業であった等の感想をいただき、幅広

い取組みの必要性を認識いたしました。 

 ここに、平成２５年度に実施した事業結果を下記のとおり報告いたします。 

 

１．公益事業 

 

（１）研修事業 

 ① 測量計画機関向け測量技術講習会 

     県、市町村の測量技術等担当者を対象に、測量技術の高度な知識の  

習得、技術の向上を図るため、実習を兼ねた測量技術講習会を千葉県  

経営者会館及び千葉ポートパークを会場として（財）千葉県建設技術セ

ンターとの協力のもと２回に分け実施し、当協会として講師及び指導員

を派遣した。      

・期 日 平成２５年５月２４・２５日及び５月２７・２８日 

・受講者 ８０名 

 

 ② 高等学校測量実習及び測量競技大会への支援 

県内高等学校の生徒に対し、授業の一環として測量設計知識の普及、 

啓発を目的に、会員(２３社)及び関係会社の協力を得て最新機器による 

測量実習を開催した。 

 

［期日及び実施校等］ 

・ ５月３１日 成田西陵高等学校  受講生３６名 

・ ６月２８日 東総工業高等学校  受講生３４名 

・ ８月２１日 安房拓心高等学校  受講生１４名 

・１０月１７日 茂原樟陽高等学校  受講生１７名 

また、農業系高校及び工業系高校で開催された高校測量の県大会及び 

全国大会においても、競技課題の設定、開催準備及び競技審査等を実施 

  した。 

 

［期日及び実施校等］ 

     （県大会） 



   ・ ８月 １日 成田西陵高等学校（農業系） 

・１１月３０日 東総工業高等学校（工業系） 

    （全国大会） 

      ・１０月２３日 成田西陵高等学校、成田市多目的グラウンド 

 

  ③ 小学生向け測量学習会の開催 

     若い年代から、測量に興味を持つきっかけとなるよう、初の試みと  

して、小学校４・５年生を対象にした測量学習（歩測による地図づくり

教室）を開催した。教員、生徒からは、「楽しかった」、「凄い仕事だと思

った」、「新鮮な授業であった」など様々な感想をいただき好評であった。 

      [期日及び実施校] 

 ・平成２５年９月１９日 九十九里町豊海小学校(４６名) 

 ・平成２５年１０月８日 九十九里町九十九里小学校（２７名） 

 

④ 総合評価制度に関する講習会 

     公共工事等の品質確保の促進及び技術評価に関する透明性・客観性の

確保の観点から「総合評価落札方式、品質確保対策等について」を関東

地方整備局の技術管理課職員を講師として、ホテルプラザ菜の花におい

て講習会を開催した。  

    ・期 日 平成２５年７月５日 

・受講者 ４０名 

 

⑤ 新分野測量技術研修会 

測量技術者として、高度情報化社会に対応した幅広い知識及び技術を 

習得するため、衛星測位と電子基準点の新活用法及び固定資産税関連業務

についての研修会を、ホテルプラザ菜の花において、国土地理院専門職の

岩田氏と株式会社内田洋行担当課長の細田氏を講師に招き開催した。 

     ・期 日 平成２５年９月４日 

     ・受講者 ６３名 

 

 ⑥ 独占禁止法遵守等研修会 

測量設計業等におけるコンプライアンスの徹底を図るとともに、成果品

の品質の確保や消費者の利益の擁護を図ることを目的に、５団体交流会

[当協会、千葉県測量設計補償協同組合、(一社)千葉県建設コンサルタン

ト業協会、千葉県補償コンサルタント協議会、(一社)千葉県地質調査業 

協会]の主催で、オークラ千葉ホテルにおいて、（財）建設業適正取引推進

機構相談指導部の庄司氏及び前国交省北陸地方整備局長の橋場氏を講師

に招き開催した。 

・期 日 平成２５年１０月７日 

・受講者 ９５名 

⑦ 「第２回ちば測協県民講座」の開催 

社会資本整備の基礎をなす測量設計業の重要性の理解を深めるため、

「県土の強靭化とは何？」をテーマに千葉市文化センターにおいて、  



千葉県県土整備部災害・建設業担当部長の金谷氏及び女優の早瀬氏を 

講師に招き開催した。  

・期 日 平成２５年１１月１３日 

・参加者 ３００名 

 

⑧ 千葉県、千葉県建設技術協会との合同による中部ブロック研修会 

   県土木事務所及び市町村の若手技術職員を対象に、測量業務の概要 

及び新技術とコスト縮減方策等を題材とした研修会を、八日市場公民館

において当協会役員を講師として開催した。 

    ・期  日 平成２５年１１月１５日 

・受講者 ５０名 

 

  ⑨ 第３０回地方県会議 

全測連関東地区協議会主催による第３０回地方県会議が９月２０日、 

２１日神奈川県横浜市において関東８県から代表者が参加して研修会が 

開催された。（参加者 小安会長他５名） 

 

（２) 相談事業 

 

県民からの測量に関する相談ごとに対応するため「県民無料相談所」を  

会員会社全てに開設し相談に応じた。（会員８５社及び協会事務局） 

 

（３）調査研究事業 

 

① 経営等実態調査 

 全測連の測量実態調査（受注状況調査、経営実態調査、給与実態調査）

に協力して調査を実施し、企業経営の改善資料等に活用した。 

また、協会独自で県内測量業界の受注状況の把握と要望等の資料にする

ため「県内測量業務等実績調査」を実施した。 

 

② 地籍調査研究 

千葉県地籍調査推進委員会（平成１６年設置・当協会、千葉県土地家屋

調査士会、千葉県測量設計補償協同組合、（公社）千葉県公共嘱託登記土

地家屋調査士協会）に参画して事業推進の調査研究を実施した。 

また、千葉県の主催で、１１月１９日に開催された「地籍調査講習会」

においては、委員会としての積極的な後援のもと、駿河台大学法科大学院

教授で弁護士の寶金敏明氏、千葉県県土整備部用地課の清宮副主幹、  

（一社）長生郡市地籍調査協会の石塚理事長を講師に招き、県・市町村  

職員及び委員会構成団体の会員等、２１７名が参加して、事業の推進の 

ため熱心に聴講した。 

その他、各地域における事業推進のため研修会を開催するとともに、 

業務効率化のための調査研究、意見交換会等の活動に積極的に参加した。 

  



③ 関係団体への役員派遣 

全測連、関東地区協議会、日本測量協会、５団体交流会等の関係団体の

実施する研修会、講習会等に役員を派遣し、公益事業を展開するうえで 

必要な各種情報の収集に努めた。 

 

（４）広報事業 

 

① 協会情報の普及啓発 

    測量設計業の重要性及び協会の事業活動等の情報を提供し、県民の 

理解、認識を深めるため、協会ホームページの充実を図った。 

また、協会及び会員の情報を提供するため「協会案内」を編集、発行し

て県、市町村等関係機関へ配布した。 

  

 ② 要望活動 

     測量設計業の振興と県民の公共の福祉増進のための事業提案等を図る

ため、７月に要望活動を実施した。また、全測連、５団体交流会、建産

連等を通じての要望活動も積極的に実施した。 

    

（５）展示事業 

   

  ①「ちば地図展」の開催 

広く県民に地図に親しみ、測量の重要性について理解して頂くととも

に、業界の社会的地位の向上を目指して、第２５回「ちば地図展」を   

水の郷さわら(香取市)で５日間次のとおり開催した。 

 

    ・期 日   平成２５月１１月２０日～１１月２４日 

    ・出展内容  各種の地図の展示           

航空写真による香取市街地の今昔 

新旧測量機器の展示、最新の測量方法のビデオ上映 

地籍調査の啓発、無料相談コーナー等 

 ・来場者数  約５００名 

 

 ② 「利根川水系連合水防演習」への参画 

    測量、地図に対する県民の理解と認識を深め、測量業の振興と社会的

地位の向上を図るとともに、県民の防災意識向上に貢献するため、「第 

６２回利根川水系連合水防演習」に参画し、普及啓発を図った。  

 

・期 日  平成２５年５月１８日 

・会 場  香取市（利根川河川敷） 

   ・参加者数 約９，０００名 

 

２．共益事業等 

 



（１）関連団体との連携 

  ① 関連団体への負担金の拠出 

     測量設計業並びに関連業界等における公益活動等を展開する各種団体 

    （全測連、同関東地区協、建産連等）に対し、負担金を拠出した。 

 

  ② 関連団体主催の会議等への出席 

     測量設計業の振興のための情報収集と連携を密にした活動を展開する 

ため、全測連、関東地区協議会、日本測量協会、５団体交流会等各種 

団体の会議に積極的に参加した。 

    ・会議出席数 ４４回 

 

（２）協会会議の開催 

   協会の公益目的事業を円滑に実施するため、また、運営に関する諸事項を

決定するために必要な会議を開催した。 

① 通常総会 ・開催日   平成２５年５月２１日  

・主な議題  ①２４年度事業報告及び決算 

②２５年度事業計画及び予算 

              ③公益社団法人への移行に伴う「入会金及び

会費規程の承認」及び「常務理事の選任」 

               

② 理事会     年度内  １１回 

  ③ 委員会（部会） 年度内  必要の都度、開催した。 

 

（３）福利厚生事業 

   会員の福利厚生として、測量設計業に従事する者に対し、万一の事故等  

災害時に備えた保険の加入・更新・保険支払い等に係る測量業グループ保険

事務の代行を行った。 


